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三
月
一
三
日
、
米
国
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
レ
ッ
ク

ス
・
テ
ィ
ラ
ソ
ン
国
務
長
官
を
解
任
し
、
後
任
に
マ
イ
ク
・
ポ
ン
ペ

オ
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
長
官
を
指
名
し
た
。
こ
の
人
事
の
変
更

は
二
〇
一
七
年
の
後
半
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
大
統
領
が
国
務

長
官
の
交
代
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
表
す
る
と
い
う
異
例
の
形
を
取
っ

た
こ
と
は
、
大
統
領
と
国
務
長
官
の
関
係
が
修
復
不
可
能
な
と
こ
ろ

ま
で
悪
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
米
国
第
一
主
義
を
掲
げ

る
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
あ
っ
て
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン
国
務
長
官
は
、
ジ
ェ
ー

ム
ス
・
マ
テ
ィ
ス
国
防
長
官
ら
と
と
も
に
、
米
国
の
孤
立
を
回
避
す

る
た
め
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
役
割
を
果
た
し
て

米
国
国
務
長
官
交
代
の

イ
ン
パ
ク
ト

明
海
大
学
准
教
授

日
本
国
際
問
題
研
究
所
主
任
研
究
員

小
谷
哲
男

解
任
が
発
表
さ
れ
た
テ
ィ
ラ
ソ
ン
国
務
長
官
。

し
ば
し
ば
不
仲
の
噂
が
流
れ
た
彼
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
関
係
、

そ
し
て
ポ
ン
ペ
オ
新
長
官
任
命
の
背
景
と
は
。

一
連
の
国
務
長
官
交
代
劇
か
ら
政
権
内
の
人
間
関
係
と

今
後
の
ト
ラ
ン
プ
外
交
を
読
み
解
く
。こ

た
に　

て
つ
お　

二
〇
〇
八
年
同
志
社
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
日
米
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、

岡
崎
研
究
所
研
究
員
な
ど
を
経
て
現
職
。
共
著

に
『
現
代
日
本
の
地
政
学
』
な
ど
。

国
務
省
を
去
る
に
あ
た
り
、
最
後
の

記
者
会
見
を
終
え
た
テ
ィ
ラ
ソ
ン
氏

（
E
P
A
＝
時
事
）
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き
た
。
国
務
長
官
の
交
代
は
、
五
月
に
も
予
想
さ
れ
る
米
朝
首
脳
会

談
の
み
な
ら
ず
、
イ
ラ
ン
核
合
意
の
行
方
や
、
対
中
・
対
ロ
政
策
な

ど
、
米
国
外
交
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン
国
務
長
官
解
任
の
背
景
を
振
り

返
っ
た
上
で
、
ポ
ン
ペ
オ
新
国
務
長
官
の
下
で
米
国
外
交
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

テ
ィ
ラ
ソ
ン
氏
の
何
が
「
悪
か
っ
た
」
の
か

　

テ
ィ
ラ
ソ
ン
氏
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
と
っ
て
第
一
の
国
務
長

官
候
補
で
は
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ト
・
ギ
ン
グ
リ
ッ
チ
元
下
院
議

長
、
ル
ド
ル
フ
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
、
ジ
ョ

ン
・
ボ
ル
ト
ン
元
国
務
次
官
、
ミ
ッ
ト
・
ロ
ム
ニ
ー
元
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
知
事
ら
を
検
討
し
た
が
ど
れ
も
う
ま
く
い
か
ず
、
エ
ク
ソ

ン
モ
ー
ビ
ル
の
会
長
で
あ
っ
た
テ
ィ
ラ
ソ
ン
氏
に
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
。
テ
ィ
ラ
ソ
ン
氏
は
大
統
領
選
で
ジ
ェ
ブ
・
ブ
ッ
シ
ュ
候
補
を
支

持
し
て
い
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
大
企
業
の
ト
ッ
プ
と
い
う
共
通

点
と
白
髪
で
威
厳
の
あ
る
風
貌
を
気
に
入
り
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン
氏
を
国

務
長
官
に
指
名
し
た
。

　

共
和
党
の
対
ロ
強
硬
派
は
、
同
氏
が
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
時
代
に

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
か
ら
友
好
勲
章
を
も
ら
い
、
ク

リ
ミ
ア
併
合
後
の
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
に
も
反
対
し
た
た
め
、
指

名
に
反
対
し
た
。
だ
が
、
上
院
で
の
承
認
公
聴
会
で
同
氏
は
ロ
シ
ア

に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
を
批
判
し
、
ロ
シ
ア
へ
の
制
裁
の
継
続
を
主

張
、
ま
た
イ
ラ
ン
や
北
朝
鮮
を
敵
と
表
現
し
、
さ
ら
に
は
中
国
に
よ

る
南
沙
諸
島
の
埋
め
立
て
を
ク
リ
ミ
ア
併
合
と
同
一
視
し
て
批
判
し

た
だ
け
で
な
く
、
人
工
島
を
海
上
封
鎖
す
る
可
能
性
に
言
及
す
る
な

ど
、
強
硬
な
発
言
を
行
い
、
共
和
党
の
保
守
派
を
納
得
さ
せ
た
。

　

二
〇
一
七
年
二
月
一
日
に
国
務
長
官
に
就
任
す
る
と
、
国
際
舞
台

に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
顔
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
外
交
課
題
で
指

導
力
を
発
揮
し
た
。
一
つ
の
中
国
政
策
の
見
直
し
を
示
唆
し
て
い
た

大
統
領
に
こ
れ
を
堅
持
す
る
よ
う
説
得
し
て
、
米
中
関
係
の
安
定
を

図
っ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
は
米
ロ
関
係
が
低
調

で
あ
る
と
形
容
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
停
戦
合
意
の
遵
守
を
強
く
迫

り
つ
つ
も
対
話
の
窓
は
維
持
し
た
。
北
朝
鮮
問
題
に
関
し
て
は
過
去

の
関
与
に
基
づ
く
非
核
化
の
取
り
組
み
は
終
わ
っ
た
と
、
最
大
限
の

圧
力
を
か
け
る
方
針
を
示
し
、日
中
韓
な
ど
と
の
連
携
を
確
認
し
た
。

テ
ィ
ラ
ソ
ン
外
交
の
出
だ
し
は
、
従
来
の
米
国
外
交
か
ら
大
き
く
外

れ
る
こ
と
な
く
、同
盟
国
や
友
好
国
に
は
一
定
の
安
堵
感
が
広
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
外
交
経
験
も
公
職
経
験
も
な
い
た
め
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン
外

交
に
は
危
う
さ
も
つ
き
ま
と
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
上
院
の
承
認
公
聴

会
で
の
南
沙
諸
島
の
人
工
島
封
鎖
に
関
す
る
言
及
は
、
事
前
の
打
ち

合
わ
せ
に
は
な
い
失
言
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
訪
中
時
に
、
中
国
が
求
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め
て
い
る
新
型
大
国
関
係
、
つ
ま
り
米
中
間
の
衝
突
の
回
避
と
利
益

の
相
互
尊
重
と
い
う
原
則
を
受
け
入
れ
る
よ
う
な
発
言
を
、
部
下
の

事
前
の
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
て
し
ま
っ
た
。
北
朝
鮮
と
の
対

話
に
つ
い
て
も
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
調
整
す
る
こ
と
な
く
不
用
意

に
言
及
す
る
こ
と
が
数
回
あ
り
、
朝
鮮
半
島
有
事
の
際
に
米
軍
が
北

朝
鮮
の
核
兵
器
を
確
保
す
る
こ
と
に
関
し
て
中
国
側
の
了
解
を
取
り

付
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
ま
で
暴
露
し
て
し
ま
っ
た
。

　

国
務
省
の
組
織
管
理
に
お
い
て
も
、
既
存
の
外
交
エ
リ
ー
ト
を
敵

視
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
国
務
省
の
予
算
を
三
割
削
減
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
こ
と
に
テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
は
抵
抗
せ
ず
、
政
権
内
に
お

け
る
国
務
省
の
地
位
は
低
下
し
た
。
ま
た
、側
近
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

ピ
ー
タ
ー
リ
ン
首
席
補
佐
官
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ッ
コ
ー
ネ
副
補

佐
官
、
そ
し
て
政
策
企
画
本
部
を
率
い
る
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
フ
ッ
ク
上

級
政
策
顧
問
を
重
用
す
る
一
方
、
地
域
部
局
や
機
能
部
局
の
政
治
任

用
ポ
ス
ト
を
ほ
と
ん
ど
埋
め
ず
、
し
か
も
職
業
外
交
官
を
軽
視
し
た

た
め
、
省
内
お
よ
び
在
外
外
交
団
の
士
気
の
低
下
を
招
き
、
少
な
か

ら
ぬ
有
能
な
外
交
官
を
失
っ
た
。

　

し
か
し
、テ
ィ
ラ
ソ
ン
国
務
長
官
の
解
任
に
つ
な
が
っ
た
理
由
は
、

失
言
や
組
織
管
理
の
失
敗
と
い
う
よ
り
は
、
大
統
領
、
そ
し
て
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
と
の
対
立
で
あ
っ
た
。
パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
、
イ
ラ

ン
核
合
意
の
破
棄
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
移
転
、
北
米
自
由
貿
易
協

定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
再
交
渉
な
ど
、
選
挙
公
約
の
実
行
に
向
か
う

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
対
し
て
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
は
こ
と
ご
と
く
反

対
し
、
大
統
領
を
い
ら
つ
か
せ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン

長
官
の
ブ
レ
ー
ン
集
団
で
あ
る
政
策
企
画
本
部
に
、
フ
ッ
ク
上
級
政

策
顧
問
を
は
じ
め
、
大
統
領
選
挙
中
に
ト
ラ
ン
プ
氏
の
外
交
方
針
を

批
判
し
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

彼
ら
は
共
和
党
関
係
者
が
連
名
で
公
表
し
た
反
ト
ラ
ン
プ
書
簡
に
署

名
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
（
フ
ッ
ク
氏
は
反
ト
ラ
ン
プ
書
簡
を
出
し

た
ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
創
設
者
の
一
人
）、
米
国

第
一
主
義
外
交
の
新
孤
立
主
義
的
側
面
に
反
対
し
て
い
る
。つ
ま
り
、

ト
ラ
ン
プ
外
交
を
担
う
べ
き
国
務
省
の
中
枢
に
、
反
ト
ラ
ン
プ
派
が

集
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

国
務
長
官
が
大
統
領
と
対
立
し
た
最
大
の
案
件
が
、
イ
ラ
ン
核
合

意
で
あ
っ
た
。
大
統
領
は
こ
の
合
意
に
「
重
大
な
欠
陥
」
が
あ
る
と

し
、
合
意
の
破
棄
に
つ
な
が
る
対
イ
ラ
ン
制
裁
の
再
開
を
主
張
し
て

き
た
。
テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
は
強
硬
に
破
棄
を
主
張
す
る
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
を
「
馬
鹿
」
と
呼
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、解
任
発
表
後
、

大
統
領
は
イ
ラ
ン
核
合
意
に
関
す
る
考
え
方
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
は
、フ
ッ
ク
氏
の
助
言
を
得
て
、

イ
ラ
ン
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
開
発
な
ど
へ
の
追
加
措
置
を
取
る
こ
と
を

合
意
の
堅
持
を
目
指
す
欧
州
側
と
協
議
し
、破
棄
を
回
避
し
て
き
た
。
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イ
ラ
ン
核
合
意
を
め
ぐ
る
軋
轢
は
、
他
の
外
交
課
題
で
も
大
統
領
と

国
務
長
官
の
立
場
の
違
い
を
表
面
化
さ
せ
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と

カ
タ
ー
ル
の
対
立
が
表
面
化
し
、
そ
の
仲
介
に
テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
が

乗
り
出
す
と
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
カ
タ
ー
ル
を
批
判
す
る
ツ
イ
ー

ト
を
し
て
仲
介
の
努
力
を
台
無
し
に
し
た
。
ま
た
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン
長

官
が
北
朝
鮮
と
の
対
話
を
模
索
し
て
い
る
と
発
言
す
る
と
、
や
は
り

大
統
領
が
「
時
間
の
無
駄
」
と
ツ
イ
ー
ト
し
た
。

　

テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
の
解
任
が
決
定
的
と
な
っ
た
の
は
、
米
朝
首
脳

会
談
の
可
能
性
が
出
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
年
初
頭
に
韓
国
と
の
対

話
再
開
と
平
昌
五
輪
へ
の
参
加
の
意
向
を
表
明
し
た
北
朝
鮮
に
対

し
、
対
話
を
模
索
し
て
き
た
国
務
省
は
警
戒
感
を
隠
さ
ず
、
慎
重
な

姿
勢
を
示
し
た
。
フ
ッ
ク
上
級
政
策
顧
問
は
五
輪
中
の
米
朝
対
話
の

可
能
性
を
否
定
し
た
が
、
後
に
五
輪
の
開
会
式
で
マ
イ
ク
・
ペ
ン
ス

副
大
統
領
と
金
正
恩
労
働
党
委
員
長
の
妹
で
あ
る
金
与
生
氏
と
の
会

談
が
直
前
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
駐
韓
大
使
に

内
定
し
て
い
た
ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
教
授
の
人
事
も
、
北
朝
鮮
へ
の
限

定
攻
撃
や
米
韓
自
由
貿
易
協
定
の
見
直
し
に
反
対
し
た
と
の
理
由
で

白
紙
に
戻
り
、
北
朝
鮮
と
の
対
話
の
窓
口
と
な
る
べ
き
ジ
ョ
セ
フ
・

ユ
ン
特
別
代
表
も
退
任
す
る
な
か
、
三
月
八
日
に
韓
国
の
特
使
か
ら

北
朝
鮮
が
米
朝
首
脳
会
談
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
る
と
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ア
フ
リ
カ
歴
訪
中
の
テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
に
相
談

す
る
こ
と
も
な
く
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
翌
九
日
に
、
大
統
領
は

国
務
長
官
に
辞
任
を
求
め
た
が
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
は
米
朝
首
脳
会

談
の
調
整
に
も
意
欲
を
見
せ
た
た
め
、
ア
フ
リ
カ
歴
訪
直
後
に
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
解
任
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
米
朝
首
脳
会
談
に
関
し

て
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
と
国
務
省
は
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
た
の
で
あ

る
。

な
ぜ
ポ
ン
ペ
オ
氏
が
選
ば
れ
た
か

　

テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
の
後
任
に
指
名
さ
れ
た
ポ
ン
ペ
オ
氏
は
、
ウ
ェ

ス
ト
ポ
イ
ン
ト
の
陸
軍
士
官
学
校
を
主
席
で
卒
業
、
陸
軍
に
従
事
し

た
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
経
て
法
律
家
と
な
っ

た
。
二
〇
一
一
年
に
は
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
カ

ン
ザ
ス
州
の
下
院
議
員
と
な
り
、
一
二
年
に
起
き
た
リ
ビ
ア
・
ベ
ン

ガ
ジ
の
米
領
事
館
襲
撃
事
件
に
関
し
て
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン

国
務
長
官
の
対
応
を
非
難
し
て
注
目
を
浴
び
、
そ
の
後
も
議
会
で
オ

バ
マ
外
交
の
批
判
を
繰
り
返
し
、
イ
ラ
ン
核
合
意
や
パ
リ
協
定
に
も

強
硬
に
批
判
し
た
。
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
編
入
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
へ

の
侵
攻
な
ど
に
関
し
て
は
、
ロ
シ
ア
を
批
判
し
た
。
中
国
に
よ
る
南

シ
ナ
海
で
の
人
工
島
造
成
と
軍
事
化
、
そ
し
て
東
シ
ナ
海
で
の
挑
発

行
為
の
停
止
を
求
め
る
法
案
も
議
会
に
提
出
す
る
な
ど
、
中
国
に
も

厳
し
い
姿
勢
で
臨
ん
だ
。
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二
〇
一
六
年
の
大
統
領
選
予
備
選
挙
で
は
、
マ
ル
コ
・
ル
ビ
オ
上

院
議
員
を
支
持
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を
独
裁
主
義
者
と
し
て
批
判
し
た

が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
共
和
党
の
指
名
を
獲
得
す
る
と
、
安
全
保
障
問

題
の
専
門
家
と
し
て
ト
ラ
ン
プ
陣
営
に
近
づ
き
、
反
ヒ
ラ
リ
ー
運
動

を
展
開
し
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
陣
営
も
ポ
ン
ペ
オ
氏
を
受
け
入
れ
た
経

緯
が
あ
る
。

新
長
官
の
試
金
石

　

ポ
ン
ペ
オ
氏
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
テ
ィ
ラ
ソ
ン
氏
と
対
極
に

あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
ゲ
ー
ト
疑
惑
を
め
ぐ
っ
て
政
権
と
情
報
機
関
の
関

係
が
悪
化
す
る
な
か
、
ポ
ン
ペ
オ
氏
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
長

官
に
指
名
さ
れ
、
上
院
で
の
指
名
公
聴
会
で
は
ロ
シ
ア
が
サ
イ
バ
ー

攻
撃
で
大
統
領
選
に
介
入
し
た
と
の
認
識
を
示
し
た
。
ロ
シ
ア
の
選

挙
介
入
を
認
め
る
こ
と
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
正
統
性
を
脅
か
す
こ

と
に
な
る
が
、
就
任
後
の
ポ
ン
ペ
オ
長
官
は
ロ
シ
ア
の
介
入
は
な

か
っ
た
と
す
る
大
統
領
の
意
見
を
擁
護
し
て
忠
誠
心
を
示
し
、
ロ
シ

ア
ゲ
ー
ト
疑
惑
の
捜
査
を
し
て
大
統
領
の
攻
撃
を
受
け
続
け
た
連
邦

捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
と
は
違
い
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
組
織
と
し
て
の
影
響
力

を
維
持
で
き
た
。
ポ
ン
ペ
オ
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
は
、
イ
ラ
ン
核
合
意
や
通

商
政
策
に
つ
い
て
も
政
権
の
立
場
を
公
に
支
持
し
た
。

　

ポ
ン
ペ
オ
長
官
は
、
北
朝
鮮
政
策
に
つ
い
て
の
日
々
の
大
統
領
へ

の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
大
統
領
の
信
頼
を
勝
ち
取
っ
た
。

テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
の
解
任
後
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ポ
ン
ペ
オ
長
官

を
「
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
知
性
」
が
あ
る
と
評
価
、
さ
ら
に
「
常

に
波
長
が
合
う
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。
ポ
ン
ペ
オ
長
官
は
、
北
朝

鮮
が
米
国
を
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
で
き
る
寸
前
に
あ
る
と
想
定
し
て
行
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
は
そ
の
用
意

が
あ
る
と
語
っ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
内
に
「
朝
鮮
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
も
設
け
、
北
朝
鮮
の
情
報
収
集
と
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、

核
と
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
遅
ら
せ
る
た
め
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
秘
密

作
戦
を
行
っ
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。
韓
国
の
国
家
情
報
院
と
連
携
し

て
、
北
朝
鮮
側
と
の
接
触
も
行
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
米
朝
首
脳
会
談
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
も
、
Ｃ
Ｉ
Ａ

の
情
報
を
参
考
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

ポ
ン
ペ
オ
氏
が
テ
ィ
ラ
ソ
ン
長
官
の
後
任
に
選
ば
れ
た
の
は
、
大

統
領
へ
の
忠
誠
心
と
信
念
や
考
え
方
の
波
長
が
合
う
こ
と
が
大
き

い
。
政
権
二
年
目
に
入
り
、
秋
の
中
間
選
挙
、
さ
ら
に
は
二
〇
二
〇

年
の
大
統
領
選
を
見
据
え
る
中
、
五
月
に
も
米
朝
首
脳
会
談
を
開
く

見
通
し
が
出
て
き
た
た
め
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
し
て
は
、
馬
の
合

わ
な
い
国
務
長
官
よ
り
も
、
忠
実
で
北
朝
鮮
情
勢
に
も
詳
し
い
国
務

長
官
を
交
渉
役
に
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
ポ
ン
ペ
オ
長
官
が
交
渉
役
に
な
る
と
し
て
も
、
北
朝
鮮
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が
核
ミ
サ
イ
ル
を
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
懐
疑
的
で
、
北
朝
鮮

と
の
交
渉
に
は
期
待
を
持
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
な

ら
、
北
朝
鮮
の
金
正
恩
体
制
に
よ
る
核
・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
目

的
に
つ
い
て
、
米
国
か
ら
の
抑
止
力
確
保
や
体
制
維
持
に
と
ど
ま
ら

ず
、
北
朝
鮮
に
有
利
な
形
で
の
朝
鮮
半
島
の
統
一
で
あ
る
と
述
べ
て

お
り
、北
朝
鮮
が
米
本
土
に
到
達
可
能
な
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
Ｉ

Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
の
開
発
の
阻
止
、
そ
し
て
そ
の
方
法
と
し
て
の
体
制
転
換

に
も
公
の
場
で
言
及
し
て
い
る
。
米
朝
首
脳
会
談
の
見
通
し
に
つ
い

て
も
、
具
体
的
な
非
核
化
へ
の
取
り
組
み
を
要
求
し
、
圧
力
の
継
続

を
主
張
し
て
い
る
。

　

米
国
上
院
は
、
ポ
ン
ペ
オ
長
官
の
指
名
公
聴
会
を
四
月
に
行
う
と

発
表
し
て
い
る
。
五
月
に
か
け
て
、
米
朝
首
脳
会
談
、
イ
ラ
ン
核
合

意
の
再
検
討
、
エ
ル
サ
レ
ム
へ
の
米
大
使
館
の
移
転
の
決
定
と
重
要

な
案
件
が
続
き
、
国
務
長
官
と
し
て
の
ポ
ン
ペ
オ
氏
の
真
価
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
が
大
統
領
の
代
弁
者
と
し

て
米
国
第
一
主
義
外
交
を
担
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン
時
代

よ
り
も
一
貫
し
た
外
交
を
展
開
で
き
る
一
方
、
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
と

の
対
立
が
深
刻
化
し
、
ア
ジ
ア
や
中
東
、
欧
州
で
さ
ら
に
混
乱
が
深

ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、ポ
ン
ペ
オ
長
官
が
ど
の
よ
う
な
外
交
を
担
う
に
せ
よ
、テ
ィ

ラ
ソ
ン
長
官
の
下
で
機
能
不
全
に
陥
っ
た
国
務
省
を
立
て
直
す
必
要

が
あ
る
。
そ
の
際
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン
国
務
長
官
の
側
近
で
唯
一
国
務
省

に
残
っ
て
い
る
フ
ッ
ク
上
級
政
策
顧
問
と
彼
が
率
い
る
反
ト
ラ
ン
プ

の
政
策
企
画
本
部
を
そ
の
ま
ま
残
す
の
か
、
そ
れ
と
も
ポ
ン
ペ
オ
長

官
の
考
え
に
近
い
ス
タ
ッ
フ
で
入
れ
替
え
る
の
か
、
そ
れ
が
ポ
ン
ペ

オ
外
交
の
行
方
を
占
う
試
金
石
と
な
る
。
●

新しい国務長官に指名されたマイク・ポンペオCIA 長官（ロイター／アフロ）




